
３ 各部局等の BSD活動 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 学務部学務課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

 

3 

 

 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数： 13回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

令和6年度第1回全学FD研修会 新任教員説明会＜教育・学生編＞ 4月4日 3名 主催，全体64名 

令和6年度第2回全学FD研修会 

「文理融合・STEAM教育に関連した授業

設計とは～教養教育、専門教育など多

様な観点から考える～」 

7月4日 6名 主催，全体101名 

知識集約型社会を支える人材育成事業（DP）

採択校合同企画 

「未来思考型ワークショップ 2024（アイデ

アソン） ～『知識集約型社会を支える人

材育成事業（DP）』が創造する大学教育

の未来～」 

8月28日 3名 主催，全体85名 

令和6年度第3回全学FD研修会 

「イシューベースラーニングのすすめ～

課題解決力や実践力を鍛えるための授

業設計～」 

9月27日 7名 主催，全体56名 

令和6年度第4回全学FD研修会 
「FD活動報告書成果発表会」－学類等

における組織的FDの取組事例－ 
11月1日 9名 主催，全体43名 

「知識集約型社会を支える人材育成事業

（DP）」共通テーマ3 参加校合同主催・教学マ

ネジメントセミナー2024 

『文理横断の学びを支援する組織・方

法・担い手について考える～文理融合・

STEAM教育の時代における新しい学修

支援～』 

12月9日 9名 主催，全体170名 

令和6年度「文部科学省・知識集約型社会を

支える人材育成事業（DP）総括シンポジウム 

「新しい時代の大学教育につなぐメッセ

ージ ～DP事業が目指し、創り上げてき

た成果～」 

3月6日 5名 主催，全体192名 

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コン

ソーシアム 北信越ブロック 第4回シンポジウ

ム 

ダイバーシティ×数理・データサイエン

ス･AI教育 

~多様な数理・データサイエンス・AI人材

の育成に向けて~ 

8月23日 

 
3名 主催，全体95名 

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コン

ソーシアム 北信越ブロック 第5回シンポジウ

ム 

人文・社会科学系 応用基礎レベル モ

デルシラバスと取組事例の紹介 
2月10日 3名 主催，全体76名 

大学コンソーシアム石川 令和6年度 第1回

FD/SD研修 

「サステナビリティ時代の大学の持続的

成長戦略を考える」－イノベーション、サ

ステナビリティと地域貢献の統合化を目

指して－ 

9月14日 1名  

大学コンソーシアム石川 令和6年度 第2回

FD/SD研修 

「心身の健康に役立つマインドフルネス

とセルフ・コンパッション」（好奇心に満ち

た気づきと自分に対する思いやり） 

10月5日 1名  

大学コンソーシアム石川 令和6年度 第3回

FD/SD研修 

「金沢工業大学における教育ビッグデー

タの分析とその活用」 
10月11日 1名  

大学コンソーシアム石川 令和6年度 第4回

FD/SD研修 

第3回北陸地区研究データ基盤セミナー

共催事業 「データマネジメントプラン

(DMP)から始まる研究データ管理と活

用」 

11月20日 1名  

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 
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○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 

 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

本学主催のFD研修会やセミナー，及び外部機関が主

催する研修会に参加し，教員のFD活動の支援並びに

学生の学修環境の充実とともに，理解を深めた。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 学務部基幹教育支援課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

3 

次年度も引き続き実施・参加する。 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数：1回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

令和6年度前期 学生相談担当者研修会 

なんでも相談室の基本方針，ハラスメン

ト相談への対応，相談をうけるときの基

本的な態度，共通教育のカリキュラムや

履修登録の方法等の説明をオンデマン

ドで実施した。 

オンデマ

ンド 
4名程度 

主催（全体参加者

数11名程度） 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

国際基幹教育院主催FD研修会に毎回1～5名程度が参加している。 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

「学生相談担当者研修会」は，毎年相談員となるメン

バーが変わるため，継続した開催が必要と思われる。 

令和7年度も引き続き実施・参加する。 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 学務部学生支援課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

3 

教職員のニーズを反映した講師・内容で，自死防止に関する研修会

を継続して開催する。 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数： 1回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

学生・教職員の自死防止のための研修会 災害を乗り越えるために一人ひとりがで

きること 
12月9日 5名 学生自死防止専門 

委員会主催，全学 

FD委員会共催，全

体80名 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 
・保健管理センターや障がい学生支援室，キャリア支援課窓口の有機的な連携に事務職員も貢献し，対応状況を共有することでBSDにつな

げている。 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

令和6年能登半島地震発災後，災害後のメンタルヘル

スの問題をテーマとして研修会を行い，教員，職員，

専門職等が連携することの重要性を再認識し，学生支

援体制の強化につながった。また，平素から複数窓口

の連携が必要な問題のある学生に関し，事務職員も

積極的に関与することがOJTに結びついている。 

教職員のニーズを反映した講師・内容 

で，自死防止に関する研修会を継続して 

開催する。 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

 

 

様式2 

111



 

令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 学務部キャリア支援課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

 

 

 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数： ５回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

就業支援基礎研修 
雇用と福祉の分野横断的な基礎的知

識・スキルを付与する研修 

令和6年9月

3・6・10日 
2名 

石川障害者職業セ

ンター主催 

インターンシップ専門人材セミナー～基礎編

～ 

インターンシップ専門人材として必要に

なる実践的なスキルの向上 

令和6年 

9月20日 
1名 

日本学生支援機構

主催 

国立大学キャリア支援担当者情報共有分科

会 

各国立大学のキャリア支援担当者との

キャリア支援等に関する情報交換 

令和6年 

9月27日 
1名 

株式会社レグルス

主催 

大学等と企業との就職に関する情報交換会 
大学と企業との就職支援に関する取組、

就職状況等に関するディスカッション 

令和6年 

10月22日 
2名 金沢市主催 

インターンシップ専門人材研修会 
インターンシップ専門人材として必要に

なる実践的なスキルの向上 

令和6年 

11月22日 

12月10日 

2名 

（一社）産学協働人

材育成コンソーシア

ム主催 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 

 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

各機関で実施している研修や情報交換会への参加を

通して，職員の知識向上やスキルアップに努めてい

る。また，研修等で得た情報については，課内で情報

共有している。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 学務部入試課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

3 

 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数：1回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

令和7年度入学者選抜試験（一般選抜）合格

者判定資料等に関する説明会 

主体性評価方法及び合格者判定資料

等についての説明をオンデマンドで実施 
1月21日 6名 主催，全体96名 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

令和7年度入学者選抜試験（一般選抜）事務担当者打ち合わせ会及び案内業務説明会を，令和5年度に引き続きオンデマンド形式で実施し，

繁忙期においても担当者がいつでも繰り返し内容を確認可能とした。 
 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

令和5年度と同様の取り組みを実施し，令和7年度入

学者選抜試験を無事に実施することができた。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 

課名 融合系事務部学生課 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 3 

引き続き，融合学域FD研修会，融合学域教員研究シーズ紹介，各

学類ワークショップ等に参加する。(融合学域) 

今年度も引き続き、教員と課題について共有を図り、FD研修会の企

画・実施を進める。(新学術創成研究科) 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数： 21 回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 
参加人数
（概数） 

備 考  

第18回融合学域FD研修会 「確立科目/融合研究・演習・試験[卒研相当]について」 令和6年5月30日 6名 全体28名 

第19回融合学域FD研修会 
「確立科目/融合研究・演習・試験[卒研相当]について 

その２」 
令和6年6月27日 5名 全体20名 

第20回融合学域FD研修会 
「GPS-Academic（問題解決力測定テスト）の概要・前年

度結果・今年度実施予定等」 
令和6年7月25日 5名 全体18名 

第21回融合学域FD研修会 「文理医融合教育」 令和6年11月28日 5名 全体19名 

第22回融合学域FD研修会 「融合学域ふりかえり」 令和6年12月26日 5名 全体24名 

第23回融合学域FD研修会 「確立科目その他」 令和7年2月27日 4名 全体23名 

第24回融合学域FD研修会 「新年度の課題」 令和7年3月27日 5名 全体28名 

研究シーズ紹介 融合研究域教員の研究紹介 令和6年6月13日 5名 全体40名 

研究シーズ紹介 融合研究域教員の研究紹介 令和6年7月11日 5名 全体40名 

研究シーズ紹介 融合研究域教員の研究紹介 令和6年10月10日 5名 全体43名 

研究シーズ紹介 融合研究域教員の研究紹介 令和6年11月14日 6名 全体42名 

研究シーズ紹介 融合研究域教員の研究紹介 令和6年12月12日 6名 全体43名 

研究シーズ紹介 融合研究域教員の研究紹介 令和7年1月9日 6名 全体44名 

第1回先導学類ワークショップ 令和7年度以降カリキュラム ほか 令和6年10月4日 6名 全体25名 

第2回先導学類ワークショップ 令和7年度以降カリキュラム ほか 令和6年12月26日 6名 全体24名 

第3回先導学類ワークショップ 令和7年度以降カリキュラム ほか 令和7年1月17日 6名 全体27名 

第1回観光デザイン学類ワー

クショップ 
復興・産業創生に向けての地域連携推進 ほか 令和6年10月15日 6名 全体23名 

第2回観光デザイン学類ワー

クショップ 
令和７年度授業担当教員 ほか 令和6年12月3日 6名 全体22名 

スマート創成科学類ワークショ

ップ 
令和７年度授業担当教員 ほか 令和6年10月24日 6名 全体26名 

新学術創成研究科 

融合科学共同専攻FD研修会 

JAISTと合同実施の授業における課題や改善及び学生

募集について 
令和７年3月10日 1名 

全体12名 

他JAIST教員 

新学術創成研究科 

ナノ生命科学専攻FD研修会 

博士後期課程における標準修業年限内での修了に向け

た現状の課題について 
令和7年3月26日 1名 全体13名 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 
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○照会事項２ その他の活動状況

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

融合学域FD研修会，融合学域教員研究シーズ紹介，

及び学類ワークショップに参加し，教員との情報共有

を行った。 

新学術創成研究科各専攻のFD研修会に参加し，

JAIST教員も含めて，教員の研究内容や，各専攻にお

ける課題の共有を図ることができた。 

引き続き，融合学域FD研修会，融合学

域教員研究シーズ紹介，各学類ワーク

ショップ，及び新学術創成研究科FD研修

会等に参加する。 

教員との貴重な情報共有の場であるた

め,事務職員の参加人数を増やす。

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 人間社会系事務部学生課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

3 

 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数： 3回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

国立大学法人等情報化要員研修 LLMプロンプトエンジニアリング研修 ～

ChatGPTで質問力を鍛えて「面倒業務」

を効率化～ 

11月22日 1名 主催（国立大学法

人等情報化連絡協

議会） 

人間社会学域ＦＤ研修会（第1回） 
学類・専攻における教学マネジメントの

要点 
12月17日 1名  

第17回障がい学生支援セミナー 障害者差別解消法に基づいた学生支援 2月20日 2名 
主催（大学コンソー

シアム石川） 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 

 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

課独自に研修を行うことは負担が大きいことから難し

いものの，業務効率化及び学生系に関わるテーマの

研修会を活用し，BSD活動を行うことが出来た。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 理工系事務部学生課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

2 

来年度の活動予定において，時期の移動や回数増などの変更は予

定していない。 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数： 1回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

理工学域・自然科学研究科  

第16回ＦＤシンポジウム 

理工系専門教育における反転授業の実

践と効果 
3月25日 3名 主催，全体７5名 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 

 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

山梨大学で長年取り組まれてきた「反転授業」の解説

と，その学習効果をテーマにした講演では，反転授業

の具体的な取り組みを示してもらいイメージが湧いた

との感想や，教員からのたくさんの質問があったこと

で，関心の高さが伺え，大変有意義なシンポジウムと

なり，教員のFD活動の支援ができた。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 医薬保健系事務部学生課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

4 

 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数：11回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

第１回医学系FD研修会 金沢大学医学類の教育理念・3つのポリ

シー 
4月 3名  

第2回医学系FD研修会 学びを促す授業設計に向けて 目標・活

動・評価の整合性をはかるには 

5月13日 3名  

第3回医学系FD研修会 プロフェッショナリズム 6月17日 3名  

第4回医学系FD研修会 
多職種連携教育（IPE）の実践例と今後

に向けて 
7月22日 3名  

第5回医学系FD研修会 

マルチモビディティをバランスよく見るた

めの妄想力を鍛えるカンファレンス(通

称：マルモカンファレンス)をやってみよ

う！ 

10月31日 3名  

第6回医学系FD研修会 
どうする？多職種連携教育～物理的距

離を超えよう～ 
11月12日 3名  

第7回医学系FD研修会 

臨床タイアップセッション ～臨床ナース

の力を借りて事例をもとに状況判断能力

を養う 

12月9日 3名  

学生の自死防止のための研修会（金沢大学

学生自死防止専門委員会） 

災害を乗り越えるために一人ひとりがで

きること 
12月9日 6名  

第8回医学系FD研修会 
学生の学びを促すアクティブラーニング

の技法 
1月20日 3名  

第9回医学系FD研修会 

入学から卒業までのシームレスな学生

支援に向けて～医学生をプロフェッショ

ナルな医師へと育成するために教員が

できること～ 

2月10日 3名  

 第10回医学系FD研修会 
人工知能（AI）と教育－AIが人を教育す

る未来 
2月18日 3名  

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 

 
 

 

 

  

様式2 
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○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

４ 

令和5年度より設置の医療人材教育研究センターによ

るFD研修会と合同で医学系FD研修会を実施してお

り，事務職員が参加しやすい環境が整っている。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 医薬保健系事務部薬学・がん研支援課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

3 

 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数：1回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

薬学4年制課程卒業者の薬剤師国家試験受

験資格認定に関する勉強会 

薬学4年制課程の卒業者が薬剤師国家

試験受験資格を取得できる制度につい

て，制度の概要や手続きに必要な知識

の勉強会を行った。 

9月26日 2名  

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

「研修」という形式にまでは至らないものの，日常業務

のOJTによる教務システムや教員が利用する

WebClassの使い方などの知識向上やスキルアップに

努めている。また，専門部署や関係教員等にアドバイ

スを求め，その内容等の情報共有を課内で密に行っ

ている。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

 

 

様式2 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 医薬保健系事務部保健学支援課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

3 

 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数：3回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

令和6年度第1回保健学系FD研修会 セルフタッチング ストレスをコントロール

しよう！ 

令和6年8月7

日 
5名 全体参加人数57名 

令和6年度第2回保健学系FD研修会 
発達障害について—学生の苦手さを知る 

令和6年11月

6日 
5名 全体参加人数45名 

令和6年度第3回保健学系FD研修会 高大接続の足がかり～高校現場の視点

から 

令和7年1月8

日 
5名 全体参加人数42名 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 

 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

現在の学生の特徴や，こころの健康のサポート，ハラ

スメント防止をテーマとした教員向けのＦＤ研修会への

参加を通じて，学生への支援のあり方について理解を

深めることができた。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

 

 

様式2 
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令和６年度ＢＳＤ活動報告(様式) 
 

課名 国際部留学企画課 
 

参考資料：令和5年度に提出された自己評価及び令和5年度の改善にむけての取組み予定 
※昨年提出していただいた情報を掲載しています。 

自己評価 令和5年度の自己評価 令和6年度の改善に向けての取組み予定 

照会事項３  自己評価及び総評 
令和5年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評 

3 

 

【令和5年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

以下は，令和6年度の貴課の実施状況等を回答願います。 

 
○照会事項１ ＢＳＤ研修会の実施状況 

ＢＳＤ講演会，ＢＳＤ関連の各種研修等（教員向けＦＤ活動を活用したBSD研修，学生の心身の保護やキャリア形成を促進する学生支援
等を図るための研修等を活用したBSD研修）について，令和6年度の実施回数，各回の講演会等の名称，開催日，テーマ（内容）及び参
加人数を記入してください。（適宜，行を追加してください。）（総務部職員課が主催等している研修の記載は不要です。） 

実施回数：3回 

名称 概要テーマ（内容） 開催日 参加人数（概数） 備 考  

大学国際教育交流・派遣留学 管理者

向け危機管理オンラインセミナー 

『海外派遣留学のトラブル事例に学ぶ大学の

危機管理』～国際交流専門の弁護士による

基調講演：派遣留学における大学の法的責

任～ 

6月24日 1名 日本アイラック主催 

入国管理行政・申請取次制度講習会 入国管理局業務の最新情勢と申請取次制度 6月28日 3名 主催，全体42名 

第 2 回実践英語研修 

 

「Supporting Students Face-to-Face, by E-

mail and on the Telephone」 
7月11日 1名 

ブリティッシュ・カウ

ンシル・JAFSA共催 

※参加人数は，貴課の参加人数を記載してください。 
※備考欄は，学外の大学等が主催する研修会の場合は主催名を記載してください。また，所掌する委員会等が主催する研修会（FD研修
会を除く）の場合は，「主催」と全体の参加者数を記載してください。 

 

○照会事項２ その他の活動状況 

貴課において，上記以外のＢＳＤ活動を行っている場合は，記入してください。 

 

 

 
 

○照会事項３  令和6年度ＢＳＤ活動の自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定 

貴課での令和6年度のＢＳＤ活動全体について，自己評価及び総評並びに来年度の改善取組予定を記載してください。 

令和6年度の自己評価 総評 

来年度の改善取組予定 
自己評価で「あまり評価できない」又
は「ほとんど評価できない」の場合
は、必ず記載してください。 

3 

日本人学生の海外派遣支援業務に携わる際に，最も

重要な知識である「危機管理」と，外国人留学生を受

入れる際に，最初の重要なステップである「CoE申請」

についての講習を事務職員が受講したことにより，留

学企画課として必要なスキルの底上げができた。 

 

【今年度の自己評価】  4：大いに評価できる，3：概ね評価できる，2：あまり評価できない，1：ほとんど評価できない 

 

 

様式2 
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3－１ 照会事項１ BSD研修会の実施状況 

 

（参考） 

 名称 内容 
参加人数 

（概数） 
備考 

 

令和 6 年度金沢大学初任者

研修 

事務・技術系の初任職員に対して,本学の

基本的事項について講義，見学体験等の

多様なプログラムを提供し，「金沢大学

職員」としての基礎的な能力を身につけ

させることにより，今後の大学事務執行

の円滑化を図る。 

15名 金沢大学 

令和 6 年度金沢大学初任者

研修（フォローアップ研修） 

本研修は，以下の事項を目的として実施

する。 

・主に大綱化以降の高等教育及び大学職

員の役割の変化，さらに本学の未来ビジ

ョンを理解し，大学が直面する課題や将

来の方向性について洞察を得ることで，

本学職員として広い視野を養う。 

・自身の業務経験を振り返り,成長を自覚

し，モチベーションを持続・向上させる。 

・先輩職員との交流を通じて仕事への不

安や悩みを軽減し，中長期的なキャリア

形成を考える機会とする。 

10名 金沢大学 

令和 6 年度「 － 未来を切

り拓く心の力 － レジリエ

ンス向上研修 」 

近年，少子化の急速な進行をはじめ,大学

を取り巻く諸情勢が大きく変化し，教育

研究など大学が行う業務は高度化・複雑

化している。事務系職員においても，そ

の職務はこれまで以上に多様化・複雑化

し,役割の高度化が求められている。この

ような状況の中，本学のあるべき姿「未

来ビジョン」の実現に向けて，職員一人

ひとりが心身の健康を維持しながら,様々

な困難や変化に柔軟に対応し,持続的に成

長していくことが重要であり，かつ必要

である。本研修は,事務系職員のこのよう

な心の力＝レジリエンスの向上と，それ

に伴うモチベーションの向上を目的とし

て実施する。 

24名 金沢大学 

令和 6 年度北陸地区国立大

学法人等初任者研修 

新たに採用された事務系・技術系職員に

対し，国立大学法人等事務に関する基礎

的知識を修得させ，事務能率の増進を図

ることを目的とする。 

13名 金沢大学 

令和 6 年度北陸地区国立大

学法人等マネジメント研修 

国立大学法人を取り巻く環境が大きく変

化する中，大学の事務組織には，変化に

即応し，課題を解決する能力が求められ

る。そのためには，管理職が組織の力を

最大限に活用することが必要であること

から，それらを実現するための，マネジ

メント能力の向上を図ることを目的とす

る。 

6名 金沢大学 

令和 6 年度北陸地区国立大

学法人等中堅職員研修 

北陸地区国立大学法人等の中堅職員に対

し，役割認識と職務に必要な知識及び能

力を付与することにより，職務遂行能力

の増進を図ることを目的とする。 

15名 

北陸先端科学

技術大学院大

学 
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3－１ 照会事項１ BSD研修会の実施状況 

 

 名称 内容 
参加人数 

（概数） 
備考 

令和 6 年度北陸地区国立大

学法人等新任係長・専門職

員研修 

北陸地区国立大学法人等の係長・専門職

員としての心構え及び職務遂行に必要な

基本的，一般的知識を修得させるととも

に，係長・専門職員としての能力及び識

見を確立させ，国立大学法人等の管理運

営の重要な担い手としての資質向上を図

ることを目的とする。 

10名 福井大学 

令和 6 年度北陸地区国立大

学法人等リーダーシップ研

修 

北陸地区の国立大学法人,独立行政法人国

立高等専門学校機構及び独立行政法人国

立青少年教育振興機構の機関（以下「国

立大学法人等機関」という。）の管理職

員に対し，立場と役割を認識し，能力及

び識見を確立させ，職員としての資質向

上を図ることを目的とする。 

3名 富山大学 

令和 6 年度国立大学法人等

部課長級研修 

国立大学法人等の部長級,課長級職員を対

象に，大学運営の基本的知識の修得と幹

部職員としての能力の向上を図る。 

1名 国立大学協会 

2024 年度国立大学法人等若

手職員勉強会 

国立大学等の継続的な発展に貢献する若

手職員の力量向上 

①所属機関全体や職員としての役割・課

題を自覚し，当事者意識を持って考える 

②国立大学法人等とそれを取り巻く実状

について主体的に学ぶ 

③職員として必要な資質やマインドに気

づき，自らが目指すべき職員像を意識す

る 

④他機関の職員とのコミュニケーション

を通してネットワークを構築する 

⑤成果を所属機関へフィードバックし，

各機関の発展に貢献する 

1名 
一般社団法人 

国立大学協会 

第 20回中部地区メンター養

成研修 

職場におけるメンター,メンタリングに関

する基本的な知識とコミュニケーショ

ン・スキルを習得させる。 

1 名 
人事院中部事

務局 

第 13回国立六大学事務職員

研修会 

本研修会は，千葉大学，新潟大学,金沢大

学，岡山大学，長崎大学及び熊本大学の

国立六大学の事務職員が，国立六大学連

携コンソーシアムの趣旨を踏まえ，その

具体的な連携・協力の推進や，大学間の

垣根を越えた職員同士のネットワークの

構築などを目的として実施するものであ

る。 

5名 千葉大学 

石川県研修「行政クレーム

対応研修」 

行政クレームへの対処方法を学ぶととも

に，円滑な県民応対に資するコミュニケ

ーション能力の向上を図る。 

3 名 
石川県自治研

修センター 

石川県「説明力向上研修」 

県民や上司などに対して，正確で分かり

やすく説明するために必要なスキルやコ

ツなどを実践的な演習を通して習得す

る。 

4名 
石川県自治研

修センター 

石川県「セルフケア能力向

上研修」 

心の調節力を高め，職務遂行上の適度な

ストレスと上手に付き合うための知恵を

学び，生き生きと活動するためのセルフ

ケア能力の向上を図る。 

6 名 
石川県自治研

修センター 

石川県「ネゴシエーション

スキル(交渉力)向上研修」 

窓口などの渉外業務を遂行する上で必要

となる実践的な交渉力の向上を図る。 
5名 

石川県自治研

修センター 
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3－１ 照会事項１ BSD研修会の実施状況 

 

 名称 内容 
参加人数 

（概数） 
備考 

令和 6 年度東海・北陸地区

国立大学法人等人事担当者

（係長級以下）研修 

この研修は，東海・北陸地区の国立大学

法人，大学共同利用機関法人，独立行政

法人国立高等専門学校機構及び独立行政

法人国立青少年教育振興機構の機関 以

下「国立大学法人等機関」という。) の人

事担当者 係長級以下) に対し，役割認識

と職務に必要な知識及び能力を付与する

ことにより，法人職員の資質の向上と職

務遂行能力の増進を図ることを目的とす

る。 

3名 福井大学 

令和 6 年度東海・北陸地区

国立大学法人等会計事務職

員研修会 

東海・北陸地区国立大学法人等の事務職

員に対して,国立大学法人会計基準等に関

する知識を習得させ，かつ ，国立大学法

人等職員として必要となる見識を研修す

ることにより，各職員の資質の向上を図

ることを目的とする。 

6名 三重大学 

令和 6 年度国立大学法人等

施設担当職員研修会(初任ク

ラス) 

国立大学法人等の施設担当職員として自

己の能力を十分に発揮できるよう，国立

大学法人等の現況や動向などの概論につ

いて理解させるとともに,国立大学法人等

の施設整備に係る多様な業務について，

初任職員として必要な基礎的知識を習得

させる。また，グループごとに課題テー

マに対して全員で討議を行い，メンバー

の相互コミュニケーションを通じてテー

マに対する理解を深め，今後,業務に生か

すことのできる人的ネットワークの構築

を図る。 

1名 国立大学協会 

令和 6 年度国立大学法人等

施設担当職員研修会（中堅

クラス） 

国立大学法人等の施設担当職員のうち，

中堅職員を対象として,施設整備を巡る現

状と課題についてその知識を深めるとと

もに，人的ネットワークを構築・活用し，

将来の大学経営を担う人材育成すること

を目的として，施設担当者職員研修を実

施する。 

1 名 

国立大学法人

等施設担当部

課長会 

一般社団法人

国立大学協会

東京地区支部

及び関東・甲信

越地区支部 

令和 6 年度大学図書館職員

長期研修 

全国の大学図書館等 において 将来的に

運営の中核を担うことが期待される 職

員 に対し，学術情報に関する最新の知識

を教授するとともに，図書館経営・情報

サービスの在り方について再教育を行

い，職員の資質とマネジメント・企画等

の能力の向上を図ることにより，大学図

書館等の情報提供サービス体制を充実さ

せることを目的とする。 

1 名 筑波大学 

大学図書館員のための IT総

合研修 

本研修は,大学図書館等がサービスを提

供する上で必要な，IT 技術の理解を深め

ることを目的とする。大学等研究機関の

図書館は利用案内等を掲載する Web ペー

ジや，自館の所蔵資料を検索できる OPAC

等を公開している。近年では Web ページ

の作成は CMS（Contents Management 

System）によるところが多く，HTML・CSS・

 

1 名 

国立情報学研

究所 
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3－１ 照会事項１ BSD研修会の実施状況 

 

 名称 内容 
参加人数 

（概数） 
備考 

JavaScript に関する基本的な知識を修得

する機会は少ない。 

本研修では，大学等研究機関の図書館で

必要とされる Web でのコンテンツ公開に

かかる基本的な事項（Web サイトの仕組

み，HTML・CSS の記述，簡単な JavaScript

の記述）について，解説や演習を通して，

理解する。なお,Web サイトの公開にあた

っては,GitHub を使用する。 

こうした実践を踏まえた理解を通して，

Web ページや OPAC 等のあり方をシステム

ベンダーやシステム管理者と協議・構想

するための知識や技術を修得する機会を

提供する。 

令和 6 年度就業支援基礎研

修 

福祉，教育医療等の機関において障害者

の就業支援を担当している者を対象に障

害者の就業支援に必要な基礎的知識・技

術等の習得を目的とする。 

2 名 

独立行政法人

高齢・障害・求

職者雇用支援

機構 
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